
管内概要

所在地

区域面積

関係自治体

高知県四万十市中村丸の内１７０７-３４

２７千ha
うち森林面積   ２５３千ha
うち国有林面積 ５２千ha

４市６町１村
須崎市、宿毛市、土佐清水市、四万十市、中土佐町、

梼原町、津野町、四万十町、大月町、黒潮町、三原村

四万十森林管理署は、高知県西部の１１市町村にまたがる四万十川

流域に位置し、流域内の森林面積約２５万haの約２割となる約５.２万

haの国有林を管理しています。

　管内には「日本最後の清流」で知られる四万十川の源流点である

津野町不入山、黒潮町入野松原の海岸林などのレクリエーションの

森のほか、管内で８２％を占める人工林には四万十ヒノキなどの高

品質な林分もあり、多種多様な森林が分布しています。

　これらの国有林は、水源の涵養や保健休養等の公益的な機能を適

切に発揮できるよう、４つの機能類型に分類し、発揮すべき機能に

応じて保育や治山事業を実施しています。

　

高
知
県
西
部
に
位
置
す
る
四
万
十
森
林
管
理
署

の
管
内
に
は
、
日
本
三
大
備
長
炭
の
一
つ
で
あ
る

土
佐
備
長
炭
の
産
地
が
あ
り
、
原
材
料
と
し
て
、

ウ
バ
メ
ガ
シ
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
沿
い
の
管
内
国
有
林
に
は
、
多
く
の
ウ
バ

メ
ガ
シ
林
が
あ
る
も
の
の
、
利
用
適
期
を
逃
し
た

樹
木
が
利
用
さ
れ
ず
に
高
齢
級
・
大
径
化
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
近
年
、
高
知
県
内
で
の
備
長
炭
の
生

産
量
が
増
加
し
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
確
保
が
地
域
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
安
定
的
な
確
保
と
適

切
な
更
新
に
向
け
て
、
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
土
佐
備
長
炭
ウ
バ
メ
ガ
シ
資
源
確
保

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
め
に

国有林野事業の取組
ウ
バ
メ
ガ
シ
と
土
佐
備
長
炭

四
国
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
は
、
太
平
洋
や
瀬
戸
内

海
の
沿
岸
の
乾
燥
し
た
斜
面
に
広
く
生
育
し
、

材
の
硬
度
・
密
度
が
と
も
に
高
く
、
古
く
か
ら

海岸沿いのウバメガシ林 土佐備長炭

土
佐
備
長
炭
ウ
バ
メ
ガ
シ
資
源
確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
と
連
携
し
た

ウ
バ
メ
ガ
シ
保
全
管
理
の
取
組

四
国
森
林
管
理
局　

四
万
十
森
林
管
理
署

署管内国有林野

四万十川

大月町

黒潮町

土佐清水市

四万十市

宿毛市

須崎市

四万十町

中土佐町

津野町梼原町

三原村

● 四万十森林管理署

愛媛県

香川県

徳島県

高知県
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組

大月町備長炭生産組合（上）と組合での製炭作業の様子（右下）
窯から出された炭（左下）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
平
成
30
年
に
、

高
知
県
、大
月
町
、大
月
町
備
長
炭
生
産
組
合
（
以

下
、「
組
合
」）
と
四
万
十
森
林
管
理
署
が
連
携
し

て
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
安
定
供
給
と
老
齢
化
し
た

ウ
バ
メ
ガ
シ
林
の
若
返
り
を
図
る
「
土
佐
備
長

炭
ウ
バ
メ
ガ
シ
資
源
確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

開
始
し
、
①
森
林
の
若
返
り
に
向
け
た
技
術
の

確
立
、
②
地
域
と
連
携
し
た
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
植
栽

の
取
組
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。

土
佐
備
長
炭
の
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

高
知
県
で
は
、
県
東
部
の
室
戸
地
域
と
西
部

の
大
月
町
が
土
佐
備
長
炭
の
主
た
る
生
産
地
と

な
っ
て
お
り
、「
火
力
が
強
い
」「
灰
が
少
な
い
」

「
火
持
ち
が
良
い
」
と
い
っ
た
特
長
か
ら
、
近
年

需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

大
月
町
で
は
、
平
成
22
年
に
備
長
炭
生
産
組

合
を
設
立
し
、
先
進
的
な
生
産
地
で
あ
る
和
歌

山
県
や
室
戸
市
な
ど
で
研
修
を
行
い
な
が
ら
、

製
炭
技
術
の
向
上
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
林
の
育
成
な

ど
を
実
施
し
、
令
和
６
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
が
評
価
さ
れ
、「
第
10
回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー

農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」
に
お
い
て
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

土
佐
備
長
炭
の
原
料
と
し
て
最
適
な
樹
齢
は

30
〜
40
年
で
す
が
、
化
石
燃
料
の
台
頭
に
伴
う

製
炭
事
業
の
衰
退
に
よ
り
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
林
の

利
用
が
減
少
し
、
60
〜
90
年
の
高
齢
級
・
大
径

化
が
進
み
ま
し
た
。
大
月
町
内
の
国
有
林
に
あ
る

ウ
バ
メ
ガ
シ
林
も
、
同
様
に
高
齢
級
・
大
径
化
し
、

利
用
さ
れ
な
い
ま
ま
枯
死
し
た
り
、
強
風
で
倒
れ

た
り
す
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
原
料
と
し
て
最
適
な
ウ

バ
メ
ガ
シ
を
持
続
的
に
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
大
径
化
し
た
ウ
バ
メ
ガ
シ
を
伐
採
し
、
切

り
株
か
ら
新
芽
を
育
て
る
「
ぼ
う
芽
更
新
」
を

行
う
こ
と
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

里
山
へ
の
植
栽
」
と
題
し
て
、
高
知
県
幡
多
林

業
事
務
所
、
大
月
町
、
地
元
高
等
学
校
や
地
元

　

小
学
校
と
連
携
し
て
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
ド
ン
グ
リ

　

か
ら
苗
木
を
作
っ
た
上
で
、
植
樹
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
に
は
、
１
，９
２
０
本

　

の
苗
木
づ
く
り
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
西
泊

　

地
区
の
民
有
林
に
お
い
て
、
２
０
０
本
の
ウ
バ

　

メ
ガ
シ
を
植
樹
し
ま
し
た
。
当
署
か
ら
は
、
講

　

師
と
し
て
国
有
林
で
の
取
組
内
容
を
紹
介
す
る

　

な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
森
林
づ
く
り
の
活
動

　

を
進
め
て
い
ま
す
。

ぼう芽したウバメガシ

お
わ
り
に

植樹活動（上）と
四万十森林管理暑から国有林の取組紹介（下）

①
森
林
の
若
返
り
に
向
け
た
技
術
の
確
立

　
　

当
署
で
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
２
年
度
に
か
け

て
町
内
の
国
有
林
に
お
い
て
、
高
齢
級
ウ
バ
メ

　

ガ
シ
林
分
を
伐
採
し
、
ぼ
う
芽
更
新
に
よ
り
若

　

返
り
を
図
る
試
験
を
実
施
し
、
伐
採
後
の
照
度
の

　

計
測
、
伐
採
高
や
伐
採
時
期
の
違
い
に
よ
る
ぼ
う

芽
の
状
況
な
ど
の
調
査
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

令
和
６
年
度
に
は
、
ぼ
う
芽
の
生
育
状
況
や

　

環
境
条
件
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
経
過
調
査
・

解
析
を
行
い
、
伐
根
径
（
切
株
の
直
径
）・
照
度
・

伐
採
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
ぼ
う
芽
の
生
育
が
良

　

好
な
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ぼ
う
芽
更
新

　

の
場
合
で
も
下
刈
り
等
の
継
続
的
な
保
育
作
業

　

の
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
る
と
い
っ
た
知
見
が
得

　

ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
こ
れ
ら
の
試
験
で
行
う
下
草
刈
り
な

　

ど
の
必
要
な
作
業
は
、
組
合
に
協
力
い
た
だ
い

　

て
お
り
、
引
き
続
き
連
携
し
な
が
ら
調
査
・

　

研
究
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

②
地
域
と
連
携
し
た
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
植
栽
の
取
組

　
　

組
合
で
は
、
例
年
「
大
月
の
製
炭
学
習
と

お
わ
り
に

更
新

下
刈
り
等
の
継
続
的
な
保
育
作
業

た
知
見
が
得

　
　

な
お
、
こ
れ
ら
の
試
験
で
行
う
下
草
刈
り
な

　

ど
の
必
要
な
作
業
は
、
組
合
に
協
力
い
た
だ
い

引
き
続
き
連
携
し
な
が
ら
調
査
・

の
植
栽
の
取
組

大
月
の
製
炭
学
習
と

　

ウ
バ
メ
ガ
シ
林
の
若
返
り
と
資
源
確
保
は
、
土

佐
備
長
炭
の
高
ま
る
需
要
に
応
え
、
持
続
的
に
生

産
し
て
い
く
た
め
に
重
要
で
す
。
四
万
十
森
林
管
理

署
で
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

調
査
・
研
究
を
進
め
、
持
続
可
能
な
資
源
の
確
保

に
向
け
た
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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